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地震の概要と震度分布
地震発生時刻： 2018年6月18日(月) 7時58分
震源の深さ： 12.98 km
マグニチュード： 6.1

震度６弱：
高槻市立第２中学校
箕面市粟生外院
茨木市東中条町

枚方市大垣内
大阪市北区茶屋町

気象庁資料より



大阪府下で初の震度６弱を観測
今回の地震
2018/6/18 07:58 MJMA 6.1

1995年兵庫県南部地震
1995/1/17 05:46 MJMA 7.3

計測震度計の整備により、きめ細かい震度情報を即時に得ることが可能
になり、自治体等の災害応急対応も迅速化（現在、大阪府内88地点）

注）震度7は現地調査により後日発表

気象庁HP震度データベースより



大阪府周辺の地震と活断層

気象庁資料より
堆積盆地の基盤深さ
（関口・他, 2013）

6月18日の地震

関西の活断層

文部科学省(2017)
「活断層の地震に備える」より
https://www.jishin.go.jp/resource/pamphret/



１ヶ月間の余震発生状況

• M0.9の前震が本震の約７時間前（01時03分）に発生
• 震度３以上を観測した余震は６回発生
• 余震は約5 km×5 kmの範囲内で主に発生しており、周辺の活断層に
沿って余震域が拡大している様子はみられない

震源の深さ 赤：左の地図内の地震
青：震度1以上の有感地震

強震動の分布（左：PGV、右：PGA）

OSK002: 41 cm/s & 806 cm/s2
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最大速度の距離減衰
観測された強震記録の最大水平速度を地震動
予測式（司・翠川, 1999）と比較した。

・震源距離50 km以内に、既存の地震動予測
式を大きく上回る観測点が多く見られる。

注）現時点で波形データを入手できた観測点のみを
図にプロットしている。震度6弱の地点は高槻市立
第２中学校のみ図中に含まれている。観測記録は地
盤増幅率の補正（引き戻し）はしていない。

→ これらの地点のほとんどは、大阪盆地、
京都盆地、亀岡盆地、奈良盆地内の観測点
（深い地盤構造の影響か）
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AVS30及び地盤増幅率
左：内閣府(2012)によるAVS30（地表から30 mの平均S波速度）
右：藤本・翠川 (2006)の式による地盤増幅率（VS 600 m/s基準）

log 2.367 0.852log 30 0.166PGVAF AVS  

増幅率



最大速度の距離減衰
観測された強震記録の最大水平速度をAVS30
で補正した値を地震動予測式（司・翠川, 
1999）と比較した。

・内閣府(2012)によるAVS30を用い、藤本・
翠川 (2006)によるAVS30と地盤増幅率の関係
式に従って、AVS30 = 600 m/s相当の値に補
正した。

・浅い地盤の影響による地盤増幅率を経験的
に補正しても、震源の北西に位置する阿武山
観測所を含む震源近傍域で地震動予測式を上
回る観測点が多い。
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注）現時点で波形データを入手できた観測点のみを
図にプロットしている。震度6弱の地点は高槻市立
第２中学校のみ図中に含まれている。

震央周辺の地質と震度・強震観測点

ABU OSK002

関震協SRK

高槻市桃園町

茨木市東中条町

箕面市粟生外院

枚方市大垣内

産総研 ５万分の１地質図「京都西南部」「大阪東北部」に加筆

後背湿地

大阪層群
段丘

段丘

超丹波帯

丹波帯

丹波帯
山陽帯

大阪層群
高槻市消防本部



震央付近の波形、速度応答スペクトル
速度波形（フィルターなし）

阿武山

K-NET高槻

高槻市役所

茨木白川

• 周期1秒以上は小さい
• 高槻は周期0.3-0.4sが卓越
• 茨木白川は周期0.8sが卓越
• 震源継続時間は約2秒
（M7級の地震では10秒以上）

気象庁震源
2018/6/18-19

擬似速度応答スペクトル

微動H/Vスペクトル比

震度６弱

震度５強出典： 浅野・他 (2013) 京都大学防
災研究所年報, 56B, 117-129.
http://hdl.handle.net/2433/181556

京都大学防災研究所では、2011年
に大阪府内の全ての震度観測点に
て単点微動観測を実施している。

• 高槻、茨木、箕面、枚方では、
大阪堆積盆地の基盤深度に対
応する周期3秒強のH/Vピーク
が存在する

• 周期1秒付近に、工学的基盤に
対応すると思われる小さな
ピークが見られる地点もある

• K-NET高槻は周期1.6秒
• 茶屋町は周期約6秒



地震のメカニズム解

モーメントテンソルの分解（P軸共通を仮定）

横ずれ63％ 逆断層37％

気象庁 発震機構解

P波の最初の部分を使って決定
※断層のずれ始めの運動を表す

気象庁 CMT解
(Centroid Moment Tensor)

長周期の地震波形全体を使って決定
※断層運動全体の特徴を表す

Hallo (私信)

西北西ー東南東方向の
圧力軸をもつ断層運動

逆断層

横ずれ断層

余震分布
余震分布（防災科学技術研究所資
料）からは、北部と南部で異なる
面に沿って余震が分布している様
子が見える。
→余震域の北部と南部の２枚の震
源断層が存在

北部では逆断層タイプ、南部では
横ずれ断層タイプの余震が発生し
ている。



震源破壊過程
CMT解や余震分布を参考に2枚の断層面を設定し、同時破壊すると仮定し
て、強震波形から震源破壊過程（断層の動き）を逆解析した。

解析条件
データ： 速度波形 0.1-1.5 Hz 18地点
タイムウィンドウ： 0.6 s x 5個
断層面： ①走向351、傾斜50 

②走向52 、傾斜77 

地震モーメント 4.06×1017 Nm (Mw 5.67)
最大すべり量 0.70 m
第1タイムウィンドウ伝播速度 2.9 km/s

断層面上のすべり量と向き 断層の配置
（地表投影図）

北

震源破壊過程
断層①は逆断層成分、断層②は
右横ずれ成分が主の断層運動

断層②の破壊は、南西の浅い方
へ向かって広がった

観測波形と合成波形の比較



有馬－高槻断層帯に平行な横ずれ断層

片尾（1996）

有馬－高槻断層帯に平行する
（2km南）地震の線状配列

1987/8/21 11:55 MJ 4.2
34.812N, 135.587E, 
14.4 km

2018年6月18日の地震の破壊域
の西端は1987年8月21日の摂津
富田付近の地震の震源付近

今回の地震はこの線状配列の地
震活動の一環と考えられる

まとめ
• 大阪盆地北部から京都盆地にかけて、震度５強以上の強い揺れに見舞
われた。

• 大阪盆地や京都盆地等で観測された強震動は、既存の地震動予測式に
よるMw5.6の地殻内地震の平均的な地震動よりも大きかった。
→ 単に震源断層からの近さだけではなく、震源断層の破壊様式や
周期特性、盆地特有の深い地盤構造、浅い地盤構造の影響を総合的
に考える必要がある。

• 高槻市や茨木市で観測された地震動は、周期1秒未満の短周期地震動が
卓越しており、周期1秒以上は1995年兵庫県南部地震の神戸市内の地
震動に比べてはるかに小さかった。→ 地震規模の違い

• 本震の破壊は、北東－南西走向の横ずれ断層と南北走向の逆断層が同
時に破壊したものと考えられる。

• 北東－南西走向の断層の破壊は深部から地表に向かって南西方向へ伝
播した。破壊域の深さは10～14kmに限られている。破壊域の西端は
1987年8月21日のMJMA4.2の摂津富田付近の地震の震源付近であった。


